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多くのクリニックがある中で、「どこのクリニックを選んだらよいかわから
ない」そんなお悩みないですか。
そんなときは一度、当院のクチコミをチェックしてみてください。実際にご
利用いただいている連携ケアマネージャーさまからのお声を掲載しておりま
す。
医療機関を選ぶ際の参考にしていただければ幸いです。

Googleマップから「在宅医療 ちくさ病院」で検索！

在宅医療のちくさ病院クチコミにも注目！

医療法人 豊隆会 ちくさ病院
在宅医療推進部 TEL：052-741-5347

Instagram

ちくさ病院公式LINE登録こちらから★ちくさ病院公式インスタグラム登録はこちら★

在宅医療のちくさ病院の
クチコミはコチラ↓

4月を彩る美しい言葉
4月には、春のやわらかな空気や、花が咲き広がる風景を感じさ

せる、さまざまな美しい言葉があります。「卯月（うづき）」や
「春爛漫（はるらんまん）」をはじめ、「清和（せいわ）」「花冷
え（はなびえ）」など、どの言葉にも日本ならではの繊細な季節感
が込められています。
＜卯月＞
「卯月」は旧暦4月の呼び名です。語源にはいくつか説があります
が、ウツギの花である「卯の花」が咲く頃に由来するという説がよ
く知られています。春から初夏へと移りゆく、やさしく穏やかな季
節を感じさせる言葉です。
＜春爛漫＞
春の花がいっせいに咲きそろい、あたり一面が明るく華やぐ様子を
表す言葉です。桜をはじめ、さまざまな花が見頃を迎える4月にふ
さわしく、春の豊かさや喜びを感じさせてくれます。
＜清和＞
空気が澄み、気候が穏やかで、さわやかな様子を表す言葉です。晴
れた日の心地よい風や、すっきりとした青空を思わせる、春らしい
美しい表現です。

4月は、新しい出会いや環境の変化が多い季節でもあります。そん
な時期だからこそ、季節の言葉に目を向けることで、日々の景色や
空気の変化をより豊かに感じることができます。何気ない毎日の中
でも、こうした美しい言葉を通して、春の訪れをゆっくり味わって
みてはいかがでしょうか。

似ているようで役割が違う
地域包括ケア病棟と地域包括医療病棟

「地域包括ケア病棟」と「地域包括医療病棟」は、名前がよく似ているた
め、違いが分かりにくいと感じる方も多いかもしれません。どちらも高齢
の患者さんを支えるうえで大切な病棟ですが、対象となる患者さんや役割
には違いがあります。

地域包括ケア病棟とは
地域包括ケア病棟は、急性期治療を終えたあと、すぐに自宅や施設へ戻る
ことに不安がある方や、自宅・施設で療養している中で一時的な入院が必
要となった方を支える病棟です。たとえば、「肺炎などで入院したが、退
院後すぐの生活に不安がある」「入院をきっかけに体力が落ちてしまい、
このまま帰るのは心配」「施設へ戻る前に、もう少し状態を整えたい」と
いったケースで、地域包括ケア病棟が役割を果たします。
ちくさ病院では、現在53床すべてが地域包括ケア病棟です。主治医、看護
師、リハビリスタッフ、医療相談員などが連携し、患者さん一人ひとりの
状態に合わせて、在宅復帰や施設復帰に向けた支援を行っています。
地域包括医療病棟とは
一方、地域包括医療病棟は、主に高齢の救急患者さんを対象とした病棟で
す。近年は高齢者の救急搬送が増えており、救急対応だけでなく、その後
の生活まで見据えた支援の必要性が高まっています。こうした背景から、
2024年度の診療報酬改定で新たに設けられたのが地域包括医療病棟です。
高齢の方は、入院をきっかけに体力や筋力が落ちやすく、食事量が減るな
どして、退院後の生活に大きな影響が出ることがあります。特に急性期病
棟では、まず治療が優先されるため、安静にする時間が長くなりやすく、
結果としてADLの低下や要介護度の悪化につながることもあります。
地域包括医療病棟は、救急対応や治療に加え、入院の早い段階からリハビ
リや栄養管理にも取り組み、できるだけ生活機能の低下を防ぐ役割を持っ
ています。治療だけで終わるのではなく、その後の生活を見据えて支える
病棟であることが大きな特徴です。
大きな違いはどこにあるのか
わかりやすく言えば、地域包括ケア病棟は「在宅や施設での生活に戻るた
めの支援を行う病棟」、地域包括医療病棟は「高齢の救急患者さんを受け
入れながら、その後の生活も見据えて支える病棟」といえます。
どちらも高齢者医療を支えるうえで重要な役割を持っていますが、入院の
きっかけや病棟に求められる機能が異なります。その違いを理解しておく
ことで、ケアマネジャーや地域の支援者も、退院後の生活をより具体的に
イメージしながら関わることができます。

それぞれの役割を知ることが、安心につながる
今後は、地域包括医療病棟を持つ医療機関も少しずつ増えていくと考えら
れます。そのため、ケアマネジャーをはじめとした地域の支援者にとって
も、それぞれの病棟がどのような役割を持っているのかを知っておくこと
は、入退院支援やその後の生活を考えるうえでますます重要になっていき
ます。また、患者さんやご家族にとっても、「どのような目的で入院する
病棟なのか」「退院後の生活をどのように見据えて支援していくのか」を
理解しておくことは、不安を減らし、安心して療養につなげていくために
大切です。それぞれの病棟の特徴を地域の中で共有し、医療・介護の関係
者、ご本人、ご家族が同じ方向を見ながら連携していくことが、安心した
在宅療養や施設生活、そしてその人らしい暮らしを支えることにつながっ
ていきます。
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